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• アツ ラーの 美名 


偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーの 美名は、 かれの 完全な 性質を 示して います。 それらは 属性 
から 派生した もので、 それゆえ 名称と 同時に 性質を も 表して います。 これが“ 美名” と 呼 
称される ゆえんな のです。 また アツ ラーと その美 名 及び 属性に 関する 研究は、 数 ある 学問 
の 内で も 最も 高貴で 偉大な もので あり、 かつ 人々 が 早急に 知る 必要に 迫られて いるもので 
す。 以下、 偉大 かつ 荘厳なる アツ ラーの 美名を 挙げてい きましょう： 

.「（ふ アクラ 一）」： 全ての 創造物が 崇拝し、 愛し、 その 比類のない 偉大 さを 讃え 、服従 
し、 全ての 必要を かれに 依存して いると ころの、 真に 崇拝すべき 存在。 

.「（チ ひ a ji 丨アツ = ラフ マーン、 アツ = ラと ース ）」 “ 最も 慈悲 あまねく 慈悲 深い 御 
方”： そのご 慈悲は、 全ての 存在に あまねく 行き渡って います 1 。 

.「（_ 丨 アル = マ タク）」“ 真の 王”： 全ての 被 造 物を 所有され る 御 方。 「（ WUI 丨 アル = マ 
ークク ）」 “ 全ての 所有者”： 全ての 王国と 王と しもべを 所有され る 御 方。 「（ 44 ^ 丨アル = マ 
ターク）」“ 王権の 支配者”： その 王国に おいて 全ての 命令を 執行され る 御 方。 その 御手に こ 
そ 王権が あり、 お望みの 者に 王権を 授け、 お望みの 者から それを 剥奪され る 御 方。 

• アル = クツ广 クース）」“ 最も 神聖なる 御 方”： あらゆる 欠如 や 欠陥な どから 
無縁で あり、 完全な 属性で もって 表される 御 方。 

• アツ = テ ラース）」“ 最も 平安なる 御 方”： 全ての 欠陥 や 損害、 欠如な どを 被る 
ことから 安全で あられる 御 方。 

• 「（ アル = ス クミン）」“ 最も 平安を 与えられる 御 方”： その 被 造 物に 不正を 施され 
る ことが なく、 平安を 作られる 御 方。 また しもべの 内、 お望みの 者に 平安を 与えられる 御 
方。 


.「（ アル = スハ ィ ミン ） j “ 最もよ く 監視され る 御 方”： 被 造 物の％ 挙ー 動を ご覧 

に なられ、 いかなる もの も かれから 身を 隠す ことの 出来ない 御 方。 


1 訳者 注： アッ ラーの 美名の 他言 語への 翻訳は、 言語で ある アラビア 語が 示す 多様な 意味合い に対する 大 
まかな 目安を 示す に 過ぎません。 また ここに 挙げられ ている 説明 も ごく 簡略され たもので あり、 詳細を 知 
るには 専門書を 参照す る 必要が あります。 
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• アル = アス V —ス ')」 “ 最も 偉大なる 御 方”： 全ての 強大 さを 備えられた 御 方。: 
かれはい かなる 者の 援護 も 要される ことのない 偉大な 御 方、 決して 敗北され る ことのない 
強大な 御 方で あり、 そして 全ての 被 造 物が 服従す ると ころの 威力 この 上ない 御 方な のです。 

.「（ 丨 アル = ジ肀ク バール）」“ 全てを 従えられる 御 方”： 全ての 被 造 物の 高き にあり、 

お望みになる ことに おいて その しもべた ちを 従えられる 御 方。 また しもべたち とその 状況 
を 改善し 発展され る、 強力な 力と 比類ない 偉大 さを 備えられた 御 方。 

• 「（ アル = スタ カッ ど' ル）」“ 最も 高遠なる 御 方”： 被 造 物の 不完全な 性質からは 無 

縁で あり、 ゆえに 何ものに も 相似され ない 御 方。 またい かなる 悪 や 不正から も 遠く 離れた 
高遠な ところに あられる 御 方。 

.「（ W 丨アル = 方 ど' 一 ル）」“ 至大なる 御 方”： かれ 以外の 存在は 全て 瑣末で 卑小で ある 
御 方。 また かれに こそ 天地に おける 威光は 属して います。 

.「（ ぷぶ丨 アル = ハー タク）. 創始者”: 全ての 被 造 物を 無から 創造され た 御 方。 「（ ア 

ル = ノ 、ッ ラー ク ）」 “ 創造主”： 創造を 行われ、 かつ その お 力で もって 全ての ものを 創ら れる 
御 方。 


.「（ 丨 アル = ノ 、•'一 タク）」“ 造物主”： 被 造 物を 創造され、 その お 力で もって それらを 

存在せ しめられた 御 方。 そして それらを 互いに 異なった ものと され、 先天的に 清純で 無垢 
な ものと された 御 方。 

. 「（丄 アル = スサ ッウ ィ ル）」“ 造形 主”： 被 造 物を 長短 や 大小な どに おいて、 様々 
に 異なる 形に 造形され た 御 方 ^ 

.「（ 丨 アル = クク ハーフ、）」“ 最もよ く 与えられる 御 方”： 絶える ことなく 施され、 恩 

恵を 垂れ 続けられる 寛大な 御 方。 

. 「（ アッ = ラク デ ーク ） 」 “ 全ての 糧を 所有され る 御 方”： 全ての 被 造 物の 糧 がその 

御 許に ある 御 方。 「（ dJUi アッ = ラース V ク ） 」“ 糧を 与えられる 唯一の 御 方”： 糧を 作られ、 
それを 被 造 物に 届けられる 御 方。 

. 「（ アル = ガフ 一 ル、 アル = ガッ ファール）」“ 最も 赦し 深い 御 方”： その お赦 

し 深さと 寛容 さで 知られる 御 方。 「（>^ アル = ガー フィル）」“ よく 罪を 覆われる 御 方”： 
しもべの 罪を 覆って 下さる 御 方。 
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.「（ jAIM アル = カーと ル）」“ 最もよ く 制される 御 方”： しもべの 遥か 上方から、 彼らを 
制される 御 方。 彼らは 全身全霊を もって かれに ひたすら 服従し ます。 

. 「（」1^丨 アル = カク ハール）」“ 真の 支配者”： 全ての 被 造 物を お望みの ままに 服従 させ 
られる 御 方。 かれのみ が 唯一の 支配者で あり、 他の 全ての 存在は かれに 従属して います。 

.「（こ Uilt アル = ファ ッ ター; 7) 」 “ 最もよ く 開かれる 御 方”： しもべの 間を 真理と 正義で 
もって 裁かれ、 慈 _と恵 みの 扉を 開かれる 御 方。 また 信仰者た ちを 援助し、 不可 視界の 鍵 
に関する 知を 専有され ている 御 方。 

.「（# 丨アル = アタ ース ）」 “ 全知 者”： 何もの の 彼の 知から 免れる ことの 出来ない よう 
な 存在。 「（ 丨 アル = アーツ ス ）」 “ 完 知者”： 秘められ たこと も ごく 些細な こと も、 表面 

的な こと も 内面的な こと も ご存知の 御 方。 また 語られ 行われる ことの 全て、 及び 不可視の 
領域と 可視の 領域の 知識を 備えられ ている 御 方。 

.「（ "^丨 アル =7 ジー/'')」“ 最も 栄誉 高い 御 方”： その 御 業に おいて 栄誉 高い 存在。 ま 
た その 比類ない 偉大 さ ゆえに、 全ての 被 造 物が その 栄光を 讃 える 御 方。 かれは その 栄誉 高 
さと 比類のない 偉大 さと 慈善に より、 讃美され るべき お 方です。 

. 「（Vj 丨アク = ラップ）」“ 真の 主”： 唯一: の 所有者、 かつ 運営者。 主の 中の 主で、 被 造 
物を 養育され る 全 創造の 所有者。 被 造 物の 現世と 来世に おける 諸事を 営まれる、 唯一の 崇 
拝すべき 存在。 

. 「（^丨 アル = アス v —ス ）」 “ 比類な く 偉大な 御 方”： その 王国と 権威に おいて、 比類 
のない 偉大 さと 荘厳 さを 備えられた 御 方。 

.「（ jit アル = クース イク）」“ 最も 広く 行き渡らせる 御 方”： そのご 慈悲が あまねく 全 

てに 及び、 全ての 被 造 物に その お恵みを 広く 行き渡らせる 御 方。 また この 上な く 広大な 偉 
大 さと 王国と 権威を 有され、 恩恵と 慈善を あまねく 行き渡らせる 御 方。 

. アル = 方 ター ス ）」 “ 最も 高貴なる お 方”： この 上な く 高い 位階に おられ、 その 
善が 測り 知れず 途絶える こと もない 御 方。 またい かなる 欠陥 や 疾患から も 無縁で ある 御 方 a 
「（ アル = アクラ ス ）」 “ 最も 寛大な 御 方”： 全ての ものに 余す ことのない 施しと 恩恵を 
与えられる 御 方。 
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. 「（ Jjjjil アル = クド クー ドク） 」 “ 最もよ く 愛される 御 方”： かれに 服従す る 者 や、 悔悟 
して かれに 立ち返る 者を 愛され、 褒め称えられる お 方。 また 全ての ものに 慈善を 差し伸べ 
られる 御 方。 

. 「（ アル = スキー み ク ） 」 “ 真の 滋養 者”： 全ての ものの 守護 者。 全ての 物事を 執り 

行われる 御 方。 被 造 物に 種々 の 滋養を 与えて 下さる 御 方。 

• 「（ JJ ^ I アッ = シャクール）」“ 最もよ く 報 われる 御 方”： 善行の 報奨を 倍増 させ、 悪行 
の 報いを 帳消しに される 権威を 有される 御 方。 「（jUI アク = シャー キ .ル）」“ 最も 感謝 深 
い 御 方”： わずかな 服従 行為に でも お報いに なられ、 それに 対して 多大な 報奨と 恩恵を お 与 
えになる 御 方。 また ほんの 少しで も 感謝 されれば、 それを お 悦びになる 御 方。 

.「（ 4^丨 アッ = ラティーフ）」“ 最も 神妙なる 御 方”： いかに 些細な 物事 も ご存知の 御 方。 
その しもべに 対し、 彼らが 思い もしない ような 方法で もって 哀れみを かけて 下さる、 お 優 
しい 御 方。 視力では 捉える ことの 出来ない 神妙な 御 方。 

. 「（#1 アル = ハ クース）」“ 最も 寛恕 深い 御 方”： しもべが 罪を 犯しても その 懲罰に 急 
ぐ ことなく、 それ どころ か 彼らが 悔悟す るまで 猶予を 与えて 下さる 御 方。 

.「（ W 丨 アル = ハ ど 一 ル）」“ 最もよ く 通暁され る 御 方”： 動いて いるもの であれ 静止し 
ている もので あれ、 音を立てる もので あれ 沈黙す る もので あれ、 その 大小を 問わず 被 造 物 
を 取り巻く 全ての 事象に 通暁され ている 御 方。 

. 「（J^| アル = ハフ ィース')」“ あまね き 守護 者”： 被 造 物を 守護され、 その 知識が 全て 
に 及んで いる 御 方。 「（垃し^ 丨アル = ハー フィス')」“ 最もよ く 守られる 御 方”： しもべの 行い 
を 守られ、 また かれが 愛される 者たち が 罪を 犯す ことから 守護され る 御 方。 

.「（せひ 1 アク = ラ キープ）」“ 最もよ く 見守られる 御 方”： あらゆる 状況に おいて 被 造 物 
を 監視され、 また かれが 守護され る ものを 常に 見守って いられる 御 方。 

.「（ アッ = サミー ク ）」 “ 全 聴 者”； 全ての 声を 聞かれ、 いかなる 音 も 聞き そ びれ る 

ことのない 御 方。 かれは 被 造 物が 各々 の 言葉と 言語を 有し、 また 各々 異なった 要求を 訴え 
るに も 関わらず、 その 全ての 声を 聞き届けられます。 かれに とっては 密かな ものの 露わな 
もの も、 近い もの も 遠い もの も 相違ない のです。 

.「（ 丨 アル ニノ、' 'スイ 一 ル）」“ 全視 者”： 全てを お見通し になり、 しもべの 必要と して 


6 



いるもの や 彼らの 行いを 熟知して おられる 御 方。 かれは 誰が 導かれる に ふさわしく、 また 
誰が そうでな いの かも ご存知です。 かれから 逃れたり、 隠れたり 出来る ものはありません。 


丨 アル = ア ター、 アル = ア アラー、 アル = スタ アーツ 一）」“ 最も 高 
きに ある 御 方、 至高 者、 最も 高尚なる 御 方”： 全ての ものが その 支配と 統治 下に ある、 天上 
高き に おられる 御 方。 かれは 何もの も 比肩す る ことのない 偉大 さを 備えられ、 何もの も そ 
の 上に 存在し ない 至高の 御 方で あり、 かれに とっては 全ての ものが 取る に 足らない もので 
ある 至大の 御 方な のです。 

. 「（^»^^丨 アル = ノ 、キース）」“ 最も 英知 あふれた 御 方”： その 英知と 正義を もって、 全て 
の 物事を その ふさわしい 場所に 置かれる 御 方。 また その 御言 葉と 御 業に おいて 英知 ある 御 
方。 「（み」 1 キ^ア ル = ハカス、 アル = ハー キス）」“ 真の 審判 者、 真の 裁定 者”： その 裁定 
に 微塵 も 欠点の ない 御 方。 かれはい かなる ものに も 不正を 施される ことがありません。 

.「（？# 丨アル = 方 Y ユース）」“ 唯一 自存され る 御 方”： 自存し、 他の いかなる ものに も 
依拠され る ことがない 一方、 他の 全ての 存在は かれに 依拠せ ざるには いられない 御 方。 被 
造 物を 運営され、 まどろみ にも 睡眠に も 襲われる ことのない 御 方。 

. 「（hVI hljil アル = クー ど/^、 アル = ア ハ/' う」“ 唯一 者、 何ものに も 似つ かない 御 
方”： 完璧 さを 一身に 結集され た 唯一の 存在。 他の 何もの も そこに 参与す る 余地は ありませ 
ん。 


. 「（g^l アル = ハ ィ） 」 “ 永生され る 御 方”： 死 も 消滅 もな く、 永続され る 存在。 

. 「(‘ .リ“ へ ' I アル ニノ、 ース イブ'、 アル = ノ 、スィーブ）」“ 最も 計算高い 御 方、 全てを 

満たされる 御 方”： しもべが かれな しには 存在し 得ない ところの、 全てを 満たして くれる 存 
在。 また しもべの 行い や、 それに 対する 報いの 全てを 正確に 計算され る お 方。 

.「（ アツ = シ十と 一/、' >)」 “ 真の 証言 者”： 全ての 物事を ご覧に なり、 ご存知に な 

る 存在。 かれは 審判の 日、 しもべが 現世で 行った ことに 関し 彼を 弁護 するべく 証人に なら 
れ たり、 あるいは 逆に 反証を されたり します。 

. 丨アル = カク ィ、 アル = マティ ーン ） 」 “ 最も 力強い 御 方、 無尽の 力を 備え 
られた 御 方”： 十全なる お 力を 備えられ、 いかなる もの も かれを 上回る ことは なく、 いかな 
る もの も かれから 逃れる ことの 出来ない 御 方。 また かれの 強烈な 力強 さは、 決して 衰えた 
りする ことがありません。 
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.「（レ jll アル = クタ 一）」“ 全てを 引き受けられる 御 方”： 全ての 物事を 企画され、 対処 
される 御 方。 「（ジメ丨 アル = マ クラ 一）」“ 信仰者の 庇護 者”： 信仰す る しもべを 寵愛され、 
援助され、 支えられる 御 方。 

. 「（ yi アル = ハミ 一/、' >)」 “ 真に 讃美され るべき 御 方”： 真に 賞讃に 値され、 その美 
名と 属性、 その 御言 葉と 御 業、 その 慈善と 法と 権威に おいて 讃 えられるべき 御 方。 

.「（ 丨アッ =# •マ ドク）」“ 全てに おいて 依拠され る 御 方”： その 主: 国と 威厳、 存在に 

おいて 完璧な 御 方。 全ての 必要に おいて 唯一 依拠され る 御 方。 

. 「（ アル = 力 デ V — ル、 アル = カー デ V ル、 アル = ス クタ デ V. ル）」“ 全 

能 者、 全てを 適切に 定められる 御 方、 不可能な ことがない 御 方”： 完全な 能力を 有され、 何 
1 つ 不可能な ことは なく、 いかなる 些細な 誤り も 犯す ことの ありえない 御 方。 かれは 完全で 
無尽、 かつ 包括的な 能力を 備えられて います。 

. アル = ク キール）」“ 全てを 担われる 御 方”： 被 造 物の 諸事を— 身に お引き受け 
に なられた 御 方。 

. 「（J^i アル = 方 フイ 一 ル）」“ 全ての 保証 者”： 全てに 対する 守護 者で、 全ての 魂を 監 
督 される 御 方。 全ての 被 造 物の 糧を 保障され、 それらの 福利を 保護され る 御 方。 

.「（ アル = ガ ニー）」“ 最も 満ち足りた 御 方”： 被 造 物に 依存され る こと もなければ、 

その 存在 自体 必要と もされない 唯一の 自己 完結 的 存在。 

. 「（が 丨 アル = ハク ク ）」 “ 真理”： いかなる もの も その 存在に 疑念 や 嫌疑を 抱く ことの 
ない 御 方。 全ての 被 造 物が 知っている 存在。 「（0*^ 丨アル = ス ビーン）」“ 最も 明らかにさ 
れる御 方”： 被 造 物に 対し、 現世と 来世に おける 救済の 道を 明らかにされた 御 方。 

.「（上 ^丨 アン = ヌー ル）」“ 光”： 天地を その 御 光で 照らされ、 信仰者の 心に かれに 関す 
る 知識と 信仰で もって 輝きを 与えられた 御 方 c 

. 「（ 却 J 」¥丨 4ス ''ル = ジナ ラー グ. クル クラース）」“ 最も 荘厳 かつ 寛大な 御 方”： 
畏れ、 讃美され るに ふさわしい 唯一の 御 方。 比類のない 偉大 さと 威厳、 そして 慈悲と 慈善 
を 備えられた 御 方。 
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.「（』 アル = バッ ル）」“ 最も 慈善に あふれた 御 方”： その しもべに 慈しみ 深く、 哀れみ 
深く、 慈善に あふれた 御 方。 

. 「（Vi# アッ = タク クープ）」“ 悔悟 者を よく 受け入れられる 御 方”： 悔悟す る 者たち を 
受け入れられ、 後悔して かれに 立: ち 返る 者たち の 罪を 赦 される お 方。 また 悔悟と いう もの 
を しもべの ために 用意され、 かつ それを 彼らから 受け入れられる 御 方。 

.「（み 丨アル = ア フク）」“ 唯一の 免罪 者”： 悔悟し、 罪の 赦 しを 請う しもべた ちが 犯し 
た 罪を お赦 しに なられる 御 方。 

. 「（uijjjt アク =ラ クー フ ） 」 “ 最も 哀れみ 深い 御 方”： この 上ない 慈しみと 哀れみを 備 
えられた 御 方。 語源の 「（おひ 丨アッ = ラッ ファ）」 は 前 出の 「（チ メ丨(>气 ^アッ = ラフ マ ■一 
ン 、アッ = ラと ー乂 ）（ 最も 慈悲 あまねく 慈悲 深く 御 方）」 の 語源で ある 丨アッ = 
ラフ マ）」 よりもより 強い 意味を 含んで いると されて います。 

. 「（JjA アル = アウ クル）」“ 最初の 御 方”： かれ 以前には 何も 存在し ません 2 3 。 ア 
ル = ア 一と ル）」“ 最後の 御 方”： かれ 以後に も 何も 存在し ません。 a 「（J* 幽アク = デ 一と 
ル）」“ 最も 上に おられる お 方”： かれより 上に 存在す る ものは 何もありません。 「（ 丨ア 
ル = バー テイン）」“ 最も 内に おられる お 方”： かれより 近い ものは 何もありません。 

. 「（ アル = クー 夕ス ） 」 “ 全てを 継承され る 御 方”： 被 造 物が 全て 消滅した 後 も 存在 

し 続ける お 方。 そして 全ての ものが、 かれの 御 許へ と 還り 行く ところの 御 方。 決して 消滅 
される ことのない 永生され る 御 方。 

. アル = 乂どー 户ク） 」 “ 全てを 包囲され る 御 方”： その 全能 さで もって 全ての 被 
造 物を 包み込まれ ている 御 方。 それゆえ 何もの も かれを 出し抜いたり、 かれから 逃れたり 
する ことは 出来ません。 かれは 全ての 物事を ご存知で あり、 かつ それらの 1 つ 1 つを 緻密 
に 数え上げて いられる のです。 

.「（ 4 メ丨 アル = 力 グー ブ ）」 “ 最も 近く あられる 御 方”： いかなる ものに とっても、 最も 
近くに おられる 御 方。 そして かれの 名を 呼び、 諸々 の 服従 行為と 善行で もって かれ ゆえに 
精進す る 者たち に 最も 近い 御 方。 


2 訳者 注： かれには 始まり もない ので、 かれ 以前には 何も 存在し ないど ころ か、 かれ 以前と いう 概念 すら 
そもそも ありえません。 

3 訳者 注.:. かれは 永生され る 存在な ので、 かれより 長く 存在す る ものは ない という ことを 示して います。 
かれが 消滅した りする ことはありません。 
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.「（ アル = ハー デ V —）」“ 最もよ く 導かれる 御 方”： 全ての 被 造 物を その 福利へ と 
導かれる 御 方。 その しもべを 導かれ、 真理と 虚偽を 明白に 理解 させて 下さる 御 方。 

. 「（6#丨 アル = バデ V —夕）」“ 類 まれな 素晴らしい 創造を 行われた 御 方”： 何もの も か 
れに 相似 •比肩す る ことのない 御 方。 被 造 物を 類を 見ない 形と 方法に おいて 創造され た 御 
方。 


. 「（> U 2 t アノン = ファー ティ. ル）」“ 裂かれ、 生成され る 御 方”： 被 造 物を 創造され、 天地 
を 無から 生じさせられた 御 方。 

. アル = カーフ イー）」“ 全てを 充足 させて 下さる 御 方”： しもべが 必要に 迫られ 
ている もの 全てに おいて、 充足 させて 下さる 御 方。 

• 「（yiiii アル = ガー タブ）」“ 全てを 打ち負かされる 御 方”： 永遠の 勝利者。 求める 者 全 
てに、 多くの ものを 授けて 下さる 御 方。 かれの 定め 命じられ たことは 誰も 覆す ことは 出来 
ず、 かれの 実行され る ことは 誰も 妨げる ことが 出来ません。 かれの 定められた 運命の 遂行 
をはね 返す もの も、 かれが 裁定され たこと を 覆す もの も 存在 しないの です。 

.「（ アン = ナース ィル 、アン = ナス イー ル）」“ 真の 勝利者、 最高の 援助 者”： 

その 使徒たち と 追従 者たち を、 敵に 勝利 させて 下さる 御 方。 全ての 勝利は かれの 御手に の 
み 委ねられて います。 

. 「（ アル = ス スタ アーン ） 」 “ 真に 援助を 請われるべき 御 方”： いかなる 援助 も必 

要とは されず、 かれ 以外の ものが かれの ご 援助を 必要と されて いる お 方。 かれの 追従 者 も 
かれの 敵 も、 皆 かれの ご 援助を 授かって います。 そして かれは その どちらに も、 相応の ご 
援助を 差し伸べられる のです。 

.「（こ jUaII ji ス ''ル = マ •アー タジュ ） 」 “ 階梯の 主”： 天使たち と大 天使 ジブリール （ガブ 
リエル） が赛 •り 向かって いくと ころの 御 方。 また 全ての 正しく 良い 言葉 や 行いは、 彼の 御 
許へ と 上昇して いきます。 

.「（ ( Jjiaitji ス 'ッ = タク ノレ）」“ 恩寵の 主”： 被 造 物に 対して、 その 必要 以上に 多くの もの 
や 諸々 の 恩恵、 恩寵を 授けて 下さる 御 方。 

.「（ふ ス ''ル = フアド クル)」“ 恩恵の 主”： 全てを 所有され、 ありと あらゆる 恩恵で 
もって その しもべに 豊かな お恵みを 授けて 下さる 御 方。 
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. アッ = ラフ ィー ク ）」 “ 最も 柔和な 御 方”： 優し さと 穏やか さを 愛され、 また そ 
うする 者たち を 寵愛され る 御 方。 しもべに 対して 哀れみ 深く、 慈しみ 深い 御 方。 

. 「（tw 丨 アル = ジャミール）」“ 最も 美しい 御 方”： その 本質と 美名、 属性と 御 業に おい 
て 最も 美しい 御 方。 

. 「（⑷ 丨アッ = タ^ V ブ ）」 “ 最良の 御 方”： あらゆる 欠陥 や 欠点から 無縁な 御 方。 

. 「（yiUilt アッ = シャーフィー）」“ 最高の 癒し 手”： あらゆる 傷 や 障害、 病を 癒される 唯 
* の 御 方。 

.「（こ Wl アッ = スク ブーフ）」“ 全ての ものから 讃美され る 御 方”： あらゆる 欠陥 や 欠点 
から 無縁な 御 方。 7 層の 天と 大地と そこに 存在す る 全ての ものは かれを 讃 えます。 また 全て 
の ものは かれの 誉れ 高さを 称え、 讃美し ます。 

.「（ アル = ク Y A クル)」“ 単一 者”： いかなる もの も かれに 参与したり、 比肩したり、 

相似した りする ことのない 御 方。 ご 自身が 単一 ゆえに、 あらゆる 行い や 服従 行為に おいて 
も 奇数を 愛される 御 方。 

. 「（OyA アク = ダ：/ ヤーン）」“ 審判の 日の 裁き 手”： しもべの 行いを 清算し、 それに 相 
応の 報いを お与えになる 御 方。 かれは 審判の 日、 彼らの 間を お裁きになります。 

. 「（ »tj アル = ■ス 方ッデ V ス クル = スアッ ど ル）」“ 先立たせ、 遅らせる 御 方”： 

お望みの 者を 先立たせ、 お望みの 者を 遅らせる 御 方。 また お望みの 者を 高め、 お望みの 者 
を 低められる 御 方。 

. 「（〇UaJ アル = ハン ナーン）」“ 最も 思いやり あふれる 御 方”： しもべに 慈悲 深く、 よく 
従い 善行を 施す 者たち には 寛容に よく 報 われる 尹 方、 そうでない 者たち には 赦し 深い 御 方。 

.「（ひ IaII アル = マン ナーン）」“ 最もよ く お恵みになる 御 方”： 請われる よりも 先に、 お 
与えになる 御 方。 よく お与えに なり、 その しもべに ありと あらゆる 慈善 や 恩恵、 糧や 施し 
を 豊富に 恵んで 下さる 御 方 c 

. 「（み咖 アル = 方 一 ど ドク）」“ 最もよ く 封 じられ る 御 方”： お望みの 者に 対して、 その 
お 優し さと お恵みを 封 じられ る お 方。 「（ム 以^ アノン = バース Y A ク ）」 “ 最もよ く 広げられ 
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る 御 方”： その お恵みを 広く 豊富に 施され、 また その しもべの 内の お望みの 者に 豊かな 糧を 
与えて 下さる 御 方。 

.「（ j ^ 丨 丨 アル = ノ 、ィ V 、 アツ = サティ 一 ル）」“ 恥ら う ものを 愛される 御 方、 よく 
隠される 御 方”： しもべの 内の 羞恥心の 強い 者 や、 g らを よく 覆い隠す 者を 愛される 御 方。 
かれは その しもべから 沢山の 罪 や 恥部を お隠しに なり、 かくまって 下さる のです。 

. 「（ ^ 丨アッ = ダ •イ v /、'>) 」 “ 全ての 長”： その 王国、 比類のない 偉大 さ、 威力な ど 諸々 
の 性質に おいて 完璧で ある 御 方。 

.「（ アル = ス フス イン）」“ 最高の 慈善 者”： 全ての 被 造 物を、 その 慈善と 豊かな 

お恵みに より 満たされる 御 方。 
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